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【講演要旨】 

過ぎたるは猶及ばざるが如し。光合成生物にとって光は必須であると同時に、過

剰な光の受容は時として酸化ストレスの蓄積、ひいては細胞死を引き起こしま

す。自然界における光は、日周のみならず雲や木漏れ日などの様々な要因により

変化するため、光合成生物はしばしば過剰な光エネルギーを受け取ることにな

ります。このような危険な環境を克服するために、植物や藻類は過剰な光から身

を守る光防御メカニズムを作り上げてきました。最近の私たちの研究から、陸上

植物の共通祖先とされる単細胞緑藻では LHCSR1 および LHCSR3 と呼ばれる

光防御因子を利用して光防御を駆動していることが分かってきました 1,2。これ

らの光防御因子は、“強光”をシグナルとして発現誘導されると知られていまし

たが、ごく最近の研究から紫外光受容（UVR8）や青色光受容（Phototropin）に

よる光受容がきっかけとなり光防御因子の転写・翻訳が誘導されることが明ら

かとなりました 3,4。このように、光防御メカニズムの入口（光受容）と出口（光

防御活性化）の仕組みは明らかになりましたが、依然としてそれらを繋ぐ経路

（シグナル伝達）は分かっていませんでした。この仕組みを研究してみると、植

物には欠かせない意外な機能が関わっていることが明らかになってきました。

本講演では、私たちが進めている単細胞緑藻を用いた光防御メカニズムの包括

的理解への試みを紹介します。 
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